
■第４回史跡小田原城跡八幡山古郭・総構保存管理計画策定委員会 議事概要 
 

日 時：平成 21 年 9 月 4日（金）15：00～16：00 

場 所：小田原市役所 会議室 

出席者：学識経験者  小和田委員長、伊藤委員、小笠原委員、小林委員 

    市民代表   石川副委員長、市川委員、瀬戸(衛)委員、瀬戸(充)委員、福田委員、 

立木委員 

    関係機関代表 本多委員、宮坂委員、柳川委員、守屋委員 

    オブザーバー 井澤主査 

 
 
１ 開会 
 
２ 委嘱状の交付 

・教育長より新しい委員（瀬戸(衛)委員、宮坂委員）へ委嘱状が交付された。 
 
３ 教育長挨拶 
 
４ 自己紹介 
 
５ 議題 
１）資料説明 
 
２）意見交換 
○中間とりまとめについて（資料１） 
・住民説明会はどのように進めるのか。（石川委員） 

→現地の遺構見学会と保存管理計画の説明会を１日で実施したいと考えている。（文化財課） 
・８月１９日の厚生文教常任委員会による現地視察は、どこを確認したのか。（石川委員） 

→小峰御鐘ノ台、大堀切を見学し、その後屋内で議論が行われた。計画策定後のスケジュール

を明確にしてほしいとの意見をいただいている。（文化財課） 
 
○保存管理計画について（資料２、３） 
・大堀切東堀を歩けるようにした際の考え方について教えてほしい。（立木委員） 

→平成１９年に遺構が見られるように樹木を伐採を行い、柵の再整備等、環境整備を行った。

平成２年にも開放の検討を行ったが、近隣の状況から断念したこともある。遺構の保護のた

めには必ずしも良くないかもしれないが、公有地でもあり、活用していきたいと考えている。 
・谷津御鐘ノ台が存在したことを示す案内板を設置することができないか。（立木委員） 

→保存管理計画をとりまとめ、整備案を検討する段階で説明版を設置したい。 
・総構の名称に関する根拠を教えてほしい。（立木委員） 

→基本は「小字」からとっている（例：稲荷森）が全てではない。昭和５１年の報告書作成の

際に命名した。（文化財課） 
→当時、「小字」がある地区は最優先で使用した。次に、地元ヒアリングより「土地の伝承名

（土地になじんだ地名）」を使用した。さらに必要な場合には、地名ではない呼び方や名称

を使用している。他に古地図や絵図から命名したところもある（例：二重戸張）。史跡標柱

については、周辺一帯が全て「谷津」であったことから標柱を使わざるをえなかった。（小

笠原委員） 
・遺構を見せることは、とても大切なことである。現在、よい方向に向かっていると考える。（小

笠原委員） 
・一般説明会の対象は、どの範囲で行うのか。（小笠原委員） 

→現在、出席いただいている５つの自治会を対象として考えている。募集は、自治会の回覧に



より行いたい。９月下旬に組ごとにチラシを用意する。一般市民に向けては、市広報やＣＡ

ＴＶで行った。（文化財課） 
→基本的に住民を対象とするということでよいと思うが、関心がある人や、土地だけ持ってい

る人はどうするかのか。（石川委員） 
→史跡内の土地所有者（非居住）へは、市より通知を出す予定である。（文化財課） 

・地積図と絵図の遺構のズレについて、説明が必要なのではないか。（小林委員） 
→ご指摘の通りである。地番で史跡を指定しているため、どうしても不整合が生じてしまう。

（文化財課） 
・遺構域を全て買収するのではないか心配をされるのではないか。今後の手続き、扱いを整理して

明示した方がよい。（小林委員） 
→公有地化だけでなく、市民も協力して遺構を保存するということも考えられる。所有者に負

担のかからない方法を模索していきたい。（文化財課） 
・今年度のとりまとめの次のステップとして、市民にとって史跡を有効に活用されなければならな

い。山ノ神台の位置づけも必要なのではないか。（小林委員） 
 

○スケジュールについて（資料４） 
・第５回委員会で保存管理、第６回委員会で全体について検討を行う。その間に専門部会を開催す

る。住民説明会は１０月下旬を想定している。（文化財課） 
・１２月、３月は自治会関連の会合が多いので、早めに調整をしてほしい。（石川副委員長） 

→私権に関わるので、周知の方法について、ぜひ提案していただきたい。（文化財課） 
・土曜日と日曜日のどちらに開催するのか。また、１０月２５日には参院神奈川選挙区補選も行わ

れる。自治会には周知は１ヶ月以上は必要である。（瀬戸（充）委員） 
・住民説明会では、Ａ４、１枚程度のサマリーが必要である。春日山城では、メッセージ性の強い、

分かりやすい、ダイジェスト版のパンフレットを作成した。（伊藤委員） 
→しかるべき段階で作成したいと考えている。長期間配布できるよう検討していきたい。（文

化財課） 
・市民全員への周知も必要である。市広報で掲載する頃（４、５月）に、市民向けの説明会をぜひ

開催してほしい。（小笠原委員） 
 
 

○その他 
・委員会終了後に、第５回委員会の日程調整をお願いしたい。 
 

以 上 


